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緒 言
海産及び淡水産魚介類を生のま Lで放置すると速に関敗を起すがそのときの寓敗に関与する
ノミクテリヤは，魚介類が水中にあったとぎ，えら，皮膚，内臓等に附着，棲息していたもので
あって畿光菌属がその主なるものであると云われている。叉魚介類，獣肉類の加工品， ミルク
加工品等が土壌，水で汚染されると鐙光菌が増殖して寓敗を起す事も少なくなし¥。この様に蛍
光菌は蛋白性食品の魔敗細菌として著名なものであるO 笹光菌は海水，淡水，土壌等に広く分
布しており，その菌種も極めて多く，従来から菌種の記載が豊富にあるO 当研究所に於ては本
菌属の閣敗細菌としての重要性を認め，多くの研究を行ってきたがその一部は相磯教授fりによ
って総説として述べられている。叉既に著者仰は竹内，志賀らと共に Ps.aeruginosa等数株
の菌株を用いて本菌の腐敗細菌としての activityについて若干の実験を行い報告した。只乙
のときは用いた菌種が少くその所見は断片的に止った。
そこで著者は改めて多数の菌株を分離し分類学的の研究を行うと同時に魔敗細菌としての本
菌属の系統的の検索を行った。以下その成果について概略を記して参考に供したし'0
菌株の分離 
Pseudomonasは外界に於ける分布が広いし，そ
の生活力は旺盛であるので普通の培養基によく発育
し分離に困難を来すことは無い。只特別に本菌肩の
みを選択的に発育させる選訳培地が考案されていな
いので，平板に出来た集落から鐙光色素と鞭毛染色
による端毛の存在を調べる手数を省くことが出来な
し、。
著者は分離資料としては魚介類，獣肉等の食品，
土壌，淡水，下水等の自然物を主として用いたが鴻
(3)が保存血の汚染材料から分離した菌株をも加え
た。普通寒天平板で 270C，24--48時間培養から普 
通斜面寒天に釣菌したが特に鐙光色素の産生を菌属
の鑑別として必要とするときには proteosepep-
tone slantを用いた。これらの方法により 1年間
に多くの菌株を分離したがその中から定型的の菌株
のみを選別し 40株を得た。来源別に見ると魚介類
16株，獣肉 1株，下水 11株，土壌 5株，淡水 3株，
汚染血液4株となっており Ps.desmolyticumの 
3株が魚類からのみ分離された以外は特別な菌種が
特別の検体から多く分離されるというようなことは
見られなかった。
菌株の同定と分類 
Bergey's manual (1948) によれば genus 
Pseudomonasを 1. Soil and fresh water form 
とLて51菌種， 1I.Sea water to brine species 
として 13菌種， li. Plant pathogenesとして 90
菌種，合計 3菌群 148菌種に分類している。この内
食物の腐敗に関連あるものは主として前 2群に属す
るものである。 
著者はこれらの内から Soi1 and fresh water 
formに含まれる菌種群に一応限定して菌株の蒐集
にあたった。この菌群の菌種同定の錠になる事項を
考慮、して greenfluorescent pigmentの産生の有 
無により 2大別し，各群についてゼラチン液化能の
有無，発育至適温度が 370Cであるか 270C以下であ
るか， milkを単に消化するか，獄図してから消化 
するか，全然~，化を与えないか， naphthalene， 
phenol，cresol，cellulose を特に利用するか否 
か等によって speciationの大綱をきめたのである
← 
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が，硝酸塩還元試験，糖分解試験，血清溶解試験等
も分類の参考として重要視した。
第 1表に掲げた様な主要性状の組合せで A，8，C 
…Iまで 9群に分けて分離株をそれぞれの菌群に
組入れて見た成績は次の如くである。
第 1表 Pseudomonasの商撞同定の鍵
菌群l営委医長室霊童i牛 i望酸葉乳 
A 十 3アcl凝固後消化|十 or-+ 或は消化 I I 
B + 220C 消化 i-or+
C 十 220 C 凝間，消化 I-or+
D 370 C 非競回，非消化 I-or+
E 
FGH 
220C 消化 I-or十
220C 凝固 I / 
+ 220C 消化，競固 I / 
370C / I / 
I 220C 消 化 I-or+ 
+++十十 
A群: この群に属する菌種は Ps. aeruginosa 
と Ps.jaegeriの2菌種のみであり， 370Cでよく
発育することが特徴の一つである。両者の鑑別点は 
Ps. aeruginosaが milkを softcoagulationす
ること，硝酸塩を還元するのに対し後者はし、づれも
の性状も陰性である所にある。著者の分離株は Ps. 
る。この菌群に属する菌株は最も多く 13株あり 
AHH-4，AHH-6，AHH-8，AHH-24，AHH-32の 
5株が Ps.putidaに， AHH-2，AHH-3，AHH-
13，AHH-15，AHH-18，AHH-22， AHH-25， 
AHH-26の8株が Ps.ovalisと同定された。
F群: E群に類似しているが milkを凝固して
消化作用が弱し、点が相違してしお。唯一の菌種 Ps. 
80 lanio lensがあり AHH-20株がこの菌種に殆ん
ど一致していた。 
G群及びH群: 蛍光色素を産生しない菌群でG
群はゼラチシを液化するがH群はゼラチシ液化せず 
370Cで発育する。この両群に属する菌種は遂に見
出されなかった。 
I群: この菌群には Nos. 42~50 まで 9 菌種が
記載されてし、るわこの菌群に属する pseudomonas
は phenol，naphthalene，cresol等を attackす
る性質を有するものが含まれており，叉 cel1ulose
を利用する菌種もあるが， hydrocarbonを利用す
るか否かの性状の検査は後述する様な方法で、実施し
たが，この菌群に関すると息われるに拘らず hyd司 
rocarbonの利用が際性になったものが少くなかっ
を利用するcre801】，pheno，naphthaleneた。が 
菌株も見出され同定の重要な鍵となったものもあっ
た。叉 celluloseを利用する菌種は見出されなかっ
aeruginosaが AHH-23の 1株， P8. jaegeri 、 ム  M M士・ た。更にこれらの菌群には含まれない運動性のない 
AHH-27，AHH-28，AHH-29，AHH-37の4株で
あった。 
B群: 370Cでは発育の弱し、或は全く発育しない
菌群の一つで、 Bergey'smanualの Nos. 3~7 ま
でが包含される。 5菌株がこの群に入れられたが 
AHH-30，AHH-31は Ps.自uorescensに属し， 
AHH-5，AHH-34，AHH-35の3株は Ps.pavo-
naceaに同定された。但し AHH-5株以外は pota-
to培地で発育し他にも性状の若干の相違が見られ
た。この群に属する他の菌種は分離されなかった。 
C群: B群と異る点は milkを援回する性質を
有する所にある。 Nos. 11~15 まで 5 菌種が記載さ
れている。著者の菌では AHH-19，AHH-21，AHH 
-36，AHH-39がこの群に属しいづれも Ps.schuyl・ 
kil1iensisと同定された。 
D群: A群の如く 370Cで発育するがゼラチン
液化能がなし、。 Nos. 18~21 まで 4 菌種があるが 
AHH-38株が Ps.incognitaに同定された以外は
合致するものがなかった。 
E群: Nos. 22--26まで 5菌種が記載されてい
Pseudomonas或は特殊の動物に寄生性を有する
菌種については今回は検討する事が出来なかった。
第 2表 分離菌株の菌種決定
菌 群| 菌 種 名 |菌株数 
A Ps. aeruginosa 1 
A Ps. jaegeri 4 
BBCD 
Ps. fiuorescens 
Ps. pavonacea 
Ps. schuylkilliensis 
Ps. incognita 
4 
2 
3 
1 
E Ps. putida 5 
E Ps. ovalis 8 
F Ps. solaniolens 1 
I Ps. arvi1la 4 
I Ps. desmolyticum 3 
I Ps. salopium 1 
I Ps. dacunhae 2 
unidentified 
Total 40 
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以上の分離株の同定の結果をまとめて表示すると
第 2表の如くになる。 AHH-40は遂に同定するこ
とが出来なかった。
菌の形態
蛍光菌は真直な梓菌で巾は 0.4....0.6μ，長さ1.2...
2.0μ 程度の大きさを有し光学顕微鏡下で単独に， 2 
個並列或は短い連鎖をなしてレる。染色性は良好で
あり，殆んど全部の菌種がグラム陰性である。 Fla-
8・el1aが極毛であるのが特徴で，単毛或は数本の鞭
毛が東をなしてし、る。
著者の株はこれらの菌形をなすもののみであり，
グラム陰1生であった。鞭毛は普通の鞭毛染色の他に 
Society of American Bacteriologistsω発行の 
Pure Culture. Study of Bacteriaに記載されて
しお方法に従った。叉電子顕微鏡撮影による所見も
参考にした。総て単毛で 1本のものが多く 2本或は
数本のものも認められた。運動性のない菌種・は遂に
分離されなかった。
斜面寒天及びプイヨシ培養所見
全菌株共 bouillonagar slantの発育は良好で
あるが蛍光色素陽性株は美しい色彩を呈し擬結水
は， sedimentで潤濁する。 Nutrientbrothでは
一般に強い潤濁を示すが，平等の潤濁は比較的少く 
granularのものが多い。液面にうすい菌膜を作る
ものが多いが，厚い膜を張るものもあり，遅れてリ
ングとして現れるものも多し、。 sedimentが多いの
も特徴の一つである。 brownの pigmentを産生
するものが少数にあった。叉透かして見て蛍光の見
られるものも少くない。
馬鈴薯培地 
Potato培地に於ける発育は良好であって豊富な
増殖と共に黄梅色，椙色系の菌苔を生ずるのが普通
である。但し Ps.pavonaceaは potatoに発育し
ないと記載されている。著者の株ではAHH-5がこ
れに一致したが他の Ps.pavonaceaと同定した 2
株は potatoの所見が違っている。
含窒素化合物に対す忍作用 
1. 蛋白質分解作用 
A) Gelatin-液化作用: 51菌種中ゼラチン液化
能を有するもの 27菌種，非液化菌23種，記載のな
いもの 1菌種となっている。著者の分離株では 40
株中 15株が液化能を有していた。一般に陽性株で
は液化作用は速か且つ強力で層状の溶解を示すもの
が多かった。 
B) Casein水解: 牛乳培地で caseinを消化す 
る蛍光菌は多し、が，獄間後消化する株，直ちに消化
する株に分けられる。直ちに消化する株は比較的判
定しにくいので， casein plateに菌を移植してカ
ゼイシ水解による透明化を目安として判定した。ー
般に caseinの水解力は sporeforming bacteria 
に比じて弱く 40株中 23株は陽性，内 2株が強陽性
であり他は ring状に透明帯を示した程度で、ある。
Ps. solaniolens AHH-20株は milkを蹟回する 
丈で消化作用は殆んど見られなかった。カゼ、イン水
解菌株とゼラチン液化株との聞に特別な関連は見出
されなかった。 
C)獄閏血清消化: Bergey's manual には 
blood serum not lique包edの菌種に Ps.ovalis， 
Ps. septicaをあげ他はこれを液化する作用を有す
るとしてある。著者の 40株は只 1株 Ps.salopium 
AHH-14が疑[勤l生であった他は総て液化した。!持
に AHH-15，AHH-16株は強い液化作用を示した。
2.尿素分解作用: Ureaseを有する菌種として 
Ps. ureaeがあるが分離株は総て urease作用は陰
性であった。 
3.インドール反応: 51菌種中イシドールを産
生する蛍光菌は 13菌種記載されてし、る。分離株に
は Ps.incognita AHH-38株が SIM培地でイシ
ドール陽性を示した他は全株が陰性で、あった。 
4.硝酸塩還元能:硝酸塩還元作用は本菌属の同
定の一助として利用出来る性質であり，各菌群に陽
性及び陰性菌種がある。分離株の 15菌株が陽性，
他は陰性であった。.
これらの結果をまとめると第3表の如くなる。
第 3表蛋白質・其の他窒素化合物の分解作用
「手町、時
14持 
千十 
1 
+。25ゼラチ γ液化 
2 。21 17カゼイシ水解 
血清溶解 2 3 34 1。。。 40尿素分解
硝酸塩還元 / / 15 25。。 1 39イシド-71-産生
/ / 。40溶血作用 
持菌株数 
5.ヒスタミ yの産生と分解: Histidine decar-
boxylase の生成の有無は circular paperchro・ 
matography(5)で、調べたが 40株中陽性株は見られ
なかった。ヒスタミンを唯一の C，N源とする培地
に増殖するか否かを調べる方法或は Warburg検圧
-854- 井u， き士千 ぅ= 会 幸生 f(，じ、 第 33巻
医葉
法で histamine oxydaseの活性を調べた結果， 
40株中 27株がヒスタミンを利用し得ることを知っ
た(6h但しその菌種目Ij分布を見ると特定の菌種に分
布している事実はなかった(第4表〉。
第 4表 アミ yの産生とその分解
_，_ ~戸時一一竺空今一1 
ヒ ス タ ミン産生 o 40持
ヒ タミシ分解 I 27 
トリメチルアミンの産生| 。ス 13 40 
帯数字は菌株数 
6. トリメチルアミ yの産生: Ps. aeruginosa， 
Ps. putida等はその培養が trimethylamineの
臭気を発するとされているが(7L 著者の株では tri-
metbylamine-oxideから triinethylamineを産
生する株は見出されなかった(第4表〉。 
7.溶血作用: 山羊血液を用いて実験したが全株
陰性であった。
含7]<.農棄の醸酵 
1. Glucose，Lactose，Sucroseの利用: 本菌
属は一般的には合水安素の醸酵が旺盛ではなL、。し
天を加えて平板としこれに菌を移植して 270Cに保
存し 1週間に亘って菌の発育の如何によって判定し
た。対照として， glucose 0.3%に加えた培地を用
いた。被検菌は他の性質の類似から hydrocarbon
の利用を調べることによってのみ菌種決定の出来る
もの 12株を使用した。その成績は第5表の如くで
ある。 Ps.arvillaと思われる 4株中 AHH-16は 
napbthaleneをよく利用し phenol，cresolも利
用する如く思われた。 AHH-1，AHH-llは naph-
thaleneを弱く利用する成績が得られたが， AHH 
-17は陰性で、あった。 Ps.desmolyticumの3株中 
AHH-10は定型的に naphthalene，phenol，Gre-
solを利用したが他の 2株は陰性であった。 Ps. 
dacunhaeと思われた 2株中 AHH-9は僅に陽性で
あったが他の 1株は陰性で、あった。
第 5表 Hydrocarbonの利用
"'~!dr~c:~j ~h~~ ，、 1 naph- …，，1 glucose.."'".. '--"ιthalene.1.IPι'-'...~~"<.口 
strain ~I 
AHH-1 + -It十
AHH-7 十件
AHH-9 + 土件+一+ +十かL葡萄糖を分解して酸を産生L，ときに見分け得
AHH-10 + 
 + 
 件るガスを産生することがあるが，乳糖を利用しない
AHH-11 
と記載されてしお。著者の検査では葡萄糖を分解す
AHH-12 
十
+十
斗 
る株は 31株あった。この内記載と合致しない菌株
AHH-14 件
は， Ps. pavonaceaが陰性であるべきが 3株とも AHH-16 十 十 十 +十 
陽性で、あった。乳糖分解株は一株もなかったが震糖 AHH-17 
H分解株は 3株あり， Ps. ovalis AHH-3，Ps. des- AHH-33 
molyticum AHH-12，Ps. salopium AHH-14が
陽性であった。 
2. i野粉の水解: 全株陰性であった。 
3. Voges-Proskauer反応， メチノlレッド反応:
両反応共全株陰性であった。 
4.セルローズの利用: セルローズを利用する菌
種が若干記載されているが分離株には見出されなか
った。 
5. Hydrocarbonの利用: Pseudomonasの中
には， phenol，naphthalene，cresol等を茨素源
として利用する株がし、くつかあるω。この性質を利
用して分類を行うのであるが Bergey'smanualに
は Nos.43--47の5菌種について記載している。
著者は次の方法で、実験した。 Basalmedium とし
て KH2PU4 1.5g，MgS04 0.5g，CNH3)2HP04 2.5 
g，NaCl 0.5g，water 11のものに naphthalene， 
phenol，cresolを各々 0.01%に添加したものに寒
蛍光色嚢 
Pseudomonasは緑黄色の蛍光を発する色素を産
生するのが特長であり，その故に蛍光菌と云われる
のである。この greeロ丑uorescentpigmentは水
溶性であり培地に浸みこんでゆく性質があるので 
slantで一定の培養日数を経過すると自の覚める様
な色彩を呈してくる。 Ps.aeruginosaはこの蛍光
色素の外に pyocyaninと呼ばれる緑色の蛍光のな
し、色素をも産生する。両者は chloroformに対す
る溶解度の相違でも鑑別される。 Pseudomonasの
総ての菌種が蛍光色素を産生するのではな<，非色
素産生菌種が相当に存在してしお。
著者の分類では A，B，C，D，E，F菌群が色素を
産生し G，H，1が非色素菌群である。 40株中色素
産生菌は 29株に認められた。普通の slantで色素
産生が見にくいときは第6表の如き処方の蛍光色素 
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第 6表畿光色素培地 ではなし、。燐酸アンモシ 2.5g，第二燐酸加里1.5g，
Proteose peptone (No. 3) ………2.0% 硫酸マグネシゥム1.5g，食塩 5.0g，プドー糖 3.0g， 
G lucose ...................1.0 

K2HP04 ・・・・・・・・・・・・........................0.15 
MgS04 .'.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.15 
(pH 7.2) 
培地を使用した。叉各種食品の組成により色素産生
に差異のあることを知るためにまぐろ肉，牛肉，大
豆，蛤，米飯の浸出液に 29告に寒天を加えて平板を
作り，色素産生の良否を比較して見た。これらの食
品の浸出液の中ではまぐろエキスが最も色素産生が
良好で，次に牛肉，蛤がよく米飯と大豆の如き植物
性食品ではあまり良好ではなかった。まぐろエキス
の場合は色素産生の程度はプロテオ{スペプトンを
用いた蛍光培地に比して少しも遜色はなかった。水
溶性蛍光色素非産生菌でも 7日培養で非水溶性の黄
色，徴黄色の色素の産生が見られた。
発育温度 
Pseudoinonasは人及び温血動物に寄生する僅か
の菌種を除いて外界に棲息するので発育温度は{尽く
むしろ psychrophileに属するものが多L、。例外
的に 370Cで旺盛な発育をする菌種は Ps.aerugi-
nosa，Ps. jaegeri外 7菌種にすぎなし、。その他の
菌種は 370Cでは発育しないか，僅に発育するのみ
で 270C以下に発育の至適温度があり，更に大部分
が 5--70Cでよく増殖する。著者は 370C，270C，50C 
の3段階に分けて発育温度域を実験した。 50Cの場
合は 7日培養を行った。その結果， 370 Cでよく発育
する株は 6株， 2アCでは 40株が 48時間でよく増殖
した。 34株は 5--70Cで 7日以内に著明な増殖を認
めた。低温で増殖を見なかった株は AHH-13，AH 
H-31，AHH-32，AHH-37，AHH-38，AHH-40の 
の合成培地に於ける発育を見るpH 7.2，000 g，11<7
と， AHH-2株が弱L、僅かな発育を示した以外は可
成良好な増殖を示し，アミノ酸，特殊な発育素を要
求する如き菌株は見出されなかった。 
ss培地に於け器発育 
SS寒天培地で赤掠[j菌、，サルモネラ菌を分離する
場合， Pseudomonasが発育してまぎらわしい集落
をつくる事がある。そこで多くの Pseudomonas 
が SS寒天上でどの様な発育を示すかを検討した。
培養温度は 270CとLた。 48時間で見ると 34株が
集落を形成し， うち 29株は良好な発育を示した。
その後2株は遅れて弱し、発育を見たが AHH-5， 
AHH-12，AHH-14，AHH-33の4株は遂に集落の
形成を認めなかった。集落は粘張で糸を引くものが
少くなかった。
嫌気性培養
本菌庸は aerobic，facultativeと記載されてお
り，嫌気培養でも増殖し得る筈である。併し著者の
実験では嫌気培養で明らかな増殖を認めた菌株は 6
株， ~_;g\，、不明瞭なもの 5 株で他の 29 株には発育が
認められなかった。従って好気的の増殖が圧倒的で
あって，腐敗細菌として見た場合は好気的腐敗細菌
として取扱って差支えない様に思われた。
発育 pH域 
Pseudomonasは一般にアルカリ培地を好むので
培養液は pH7.4....7.6程度が望ましL、。じかし弱酸
性でよく発育するものもある。塩酸或は硫酸で修正
して各 pH値に於ける増殖を見た。 pH4.8では全
菌株共発育しない。 5.2では 34菌株が増殖した。こ
れらの発育条件の実験成績を表示すると第8表の如
くなる。
6株であった。叉 Ps.aeruginosaと Ps.j拘aeg伊@悦.寸吋ri 
の 4株tは主れし
示した(第7表〉λ。
第 7表 Pseudomonasの発育温度
温 度 条 件 l蓄株夏 Synthetic medium 
370C でよく発育する 6 
SS-agar 
270Cでよく発育し 370Cでは発育しない I 34 Anaerobiosis 
50C で遅れて発育する I 34 
pH range 4.8 
5.2
370C，50C 共に発育する 4
5.8 
第 8表 Pseudomonasの発育と培養条件 
positive negative 
十 +十 。38持 2 
29 7 4 
6 5 29。。 40 
/ 34 6 
/ 40 。
合成培地に於けQ発育 持数字は発育菌株数
Pseudomonasは発育の為の栄養要求は exact
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単独移植による腐敗実験
実験方法
蒐集菌株が如何なる食品に対してどの程度の腐敗
力を有するかを基礎的に研究する為に，先ず一定の
条件下の腐敗実験を実施した。即ち次に掲げる可及
的新鮮な食品を求め適当の大いさに切って大試験管
に入れ或は硝子蓋物に収めて滅菌した。但し鯉，牛
肉の腐敗実験の場合には生の偉で之を滅菌すること
なく使用した。即ち生きている鯉の皮膚をヨ{ドチ
ンキで、滅菌し， メスで無菌的にその中身だけを切り
取って大試験管に入れ，何も接種してない対照数本
をおいて実験した。
上記の如くして作った材料に被検菌 40株の 24時
間培養のもの一白金耳を約 5.0ccの生理的食塩水に
浮遊せしめその 1滴を移植し， 2TCの府卵器にスれ
一定時間毎に官能検査及び pH値を測定することに
よってその腐敗力を検査，判定した。その判定方法 
は，各食品が特有の腐敗臭を発した場合を~，梢食 
品が柔かくなり，臭気が進んだ場合を十十，高度の腐
敗臭を呈し軟化が著明になった場合を十社とした。
之等の愛化が認められない場合をーとした。尚腐
敗力判定の参考として Bacillus，Achromobacter 
を対照菌株とした。 、
実験成績
1.動物性食品として材料に用いたものは，生鯉
肉，サパ，牛肉，かまぼこである。 
a.牛肉: 獣肉としては午肉を選択した。起始
pHは 5.8でで、ある。魚肉に比較して pHの上昇は急
第 9表実験腐敗に於ける Pseudomonas
の腐敗力
--------食品別|生鯉肉煮熟鯖肉牛肉かまぼこ
腐敗力------1 
* 0)O(0)O(10(12)15(21)I 十件 
1+ I10(11) 22(21) . 5くの 5くの 
~ I11( 7) 8( 7) 35( 8) 35( 3) 
4( 1) O( 0) 0(32) 0(37) 
生鰻ぃ・ 4目，煮熟鯖肉… 5日，牛肉… 3目，か
まぼこ… 3日， ( )は腐敗臭，長数字は菌株数 
pHは 4日目すでに大部分の株がアルカり性を示
し， 7.6~8.2 の間にあった。これらの所見は Pseu­
domonasが生鯉肉を一般的に強く腐敗させる菌で
あることを示してしる。併しその強弱は菌種にょっ
て具るのではなく，同一菌種に於ても菌株により活
性の相違があることが認められた。肉質を殆んど破
壊させなかった 4菌株は Ps. jaegeri AHH-28， 
Ps. ovalis AHH-22，Ps. desmolyticum AHHー
10，Ps. arvi1Ia AHH-1で、あった。
煮熟鯖肉: 煮熟した魚肉の場合は生肉の場合に
比して更に菌の発育は速やかで肉質の軟化も，臭気
の発生も， pH値の上昇も著明であった。 5日後の
所見は肉の軟化叶のもの 10株，什のもの 22株，
十のもの 8株で肉に愛化を与えない様に見えた菌
株は 1株もなかった。但しその作用の強弱は生鯉肉
の場合と総ての場合一致すると云うことはなく，
AHH-28，AHH-18の如く加熱魚肉では強し生魚 
肉でで、はヨ弱喜恥し 
強〈し，加熱熱、肉でカか、えつて3弱耳恥し、株も少数に存在してい
速であつて全菌株4必8時問で (σ3株を除き)pH 6.4-- た。 
7.6となり，しかし pH6.0台23株 pH7.0台14株
で、あった。 
b.生鯉肉: 鯉の筋肉部を無菌的に切り取って滅
菌生理的食塩水で、軽く洗った後，少量の滅菌食塩水
を加えた被菌大試験管に入れ，それに菌を移植して
実験を行った。
生鯉肉:移植された菌の発育は 48時間で 1株を
牛肉: 魚肉の場合に比して一般的に腐敗作用は
弱く発現した。菌の発育そのものが魚肉のときと較
べて弱く且つ遅れた関係もあろう。臭気も弱く 32
株がはっきりした臭気を発しなかったし，肉の軟化
も十程度のものが大部分で、あった。
かまぼこ: 本菌層は煉製品の腐敗に関与するこ
とが少いのであるが，実験の結果も強い腐敗作用が
除いて一般に良好であった。即ち Pseudomonas ・認められなかった。
は生魚肉蛋白質中でよく増殖する菌であることがわ
かった。菌の発育に伴って臭気を発生してくるが菌
株によって臭気の強弱が著明に認められた。叉肉質
の破壊も菌株により差異が著しかった。第9表に示
した如く 4目後の所見を見ると肉質の菱化の十件の
もの 15i来ダ十十のもの 10 株，~のもの 11 株，ーの
もの 4株，臭気は#のもの 21株，件のもの 11株，
+のもの 7株，ーのもの 1株と云う成績であった。
煮熟大豆: 植物性食品として煮熟犬豆を用いた
が，菌の増殖は菌株により始めから差異が見られる
様で従って菌の増殖の旺盛な菌株のみが大豆を腐敗
させ，他のものは極めて弱し、作用しか現わさなかっ
た。叉臭気は始め強くあとで反って弱くなる株がし、
くつか見られた。 AHH-22，AHH-20，AHH-7， 
AHH-10等の菌株は大豆を比較的強く腐敗させた。
これらの成績を第9表にまとめた。
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揮発性アシモエア態窒衰の測定
測定法は食品衛生検査指針(9)に記載されている減

聞に従った。検体はマグロ，カヅオ等の鮮度のよ

L、ものを 1cm角に切り，その 30個程度をガラス蓋

物に収め，高圧減菌し，被検菌の食塩水浮遊液を 1
 
--2滴移植し 270Cに保存して各時間毎に一部分を

取り資料とした。今代表的に選んだ 14株につき実 

施した成績を図示すれば第 1図の如くである。

第 1図実験腐敗に於ける NH3-Nの増加 
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0時間で 7--22mg %のものが 24時間後 30mg
%近く上昇するものが多<，強い株で 40.-..50mg 
%に， ~弘、株で 22mg% であった。 48 時間では 40
~50mg% になるものが多く，強い株で 70--80.-.
100に達した。 72時間では 70前後のものと 100以
上の数値になるものとあった。いづれにせよアジモ
ニア産生力は強く，菌株，菌種別の差異はあっても
強い作用のもの同志の差異であった。 pHは潮時上
昇するが著しい上昇のないものも少くなし、。次に代
表的の 9株の測定値を第 10表に掲げた。 
食塩耐性
上述した如く Pseudomonasには sea water 
and brine speciesがあってこれらは halophi1ic 
なものである。併し著者の取扱った soiland fresh 
water formの菌でも食塩耐性のものがあるか否か 
を検討した。 2.5--3.0%NaCl boui~lon では全株 
良好に増殖しこれらの菌が海水中でも棲息し得るこ
とを示唆している。 5.0%の NaCl培地でも全株が
第 10表 Pseudomonasの魚肉腐敗
に於ける化浮検査
三両Fj士一j 0 24 48 72 

ps aeruginosa|15P35058 

AHHー23 I(6.4) (6.6) (7.0) / 

100 162
Ps. jaegeri AHH-29I ~~:~) / (7.2) (7.4) 

Ps. fluorescens 
 7.4 49 103 

AHHー311(6.4) / (7.0) (7.4)も
 
id AHH-32|15.029.436.464.4

Ps. putida AHH-32I e6:4) (6:4) e:6) e6:6) 
15.0 22.0 45 70 

Ps.ovalis AHH-25 (5.8〉(6.0〉 (6.2〉 (6.6〉 
Ps. solaniolens 15.0 43.4 46.6 

AHH-26 I(6.4) (6.8) (7，0) / 

70 106

Ps. arvilla AHH-17I ~~:~) / (7.0) (7.2) 

Ps.desm0137AtiHcuHm- 15.04575.6 
 /H-12 I(6.4) (6.8) (6.8) 

Ps. schuylkilliensis 122.0 / 98 109 

AHH-19 I(6.4) / (7.0) (7.2) 

持 NH3-Nmg %， ()内は pH値
発育し耐塩性のあることがわかった。 LかL10% 
食塩濃度では 1株も発育しなかった。
抗生物質に対ずる感受性 
Chlortetracycline，oxytetracycline，strepto“ 
mydnの3抗生物質を用い，型の如く agarstreak 
methodにより感受性の分布を調べた。 
Chlortetracycline: 0.1 rjccの濃度では 40株
全部 48時間には発育を見た。 1rjccでも 48時間全 
株が発育した。 2.57jccでは 6株が阻止され， 5.07 
jccで 19株が阻止され，大体 50%が 57jcc以下の
感受性株と云うことになる。 107jccでは 12株が発 
育し 50r，1007耐性株は 3株に認められた。この 
耐性株は Ps.putida AHH-6，Ps. ovalis AHH-
15，Ps. arvilla AHH-16で、あった。 
Oxytetracycline: 1.07/ccの濃度で 3株が発
育阻止され， 57jccで 15株が， 10.07jccでは 24株
が阻止される。 507jccで発育する耐性株は 2株，
1007jccで発育する株は 1株であった。 50.7以上
の耐性菌は Ps.incognita AHH-38，Ps. putida 
AHH-24の2株である。 
Streptomycin: 1.0 rjccの SMで阻止される

感受性株は 9株あり， 5 7jccで発育阻止されるもの
 
22株に及ぶ。 107jccで発育する株は 6株あり， 50 

7，100rで発育する耐性株が4株あった口この 4株

は Ps.jaegeriの AHH-27，AHHー28，AHH-29 

の3株と Ps.incognita AHH-38であった。 Ps.
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第 11表抗生物質に対する感受性
孟凶訟ヱ竺I 0 1 5 10 50 100 
CTC 40持 40 21 12 3 3 
OTC 40 37 25 16 2 1 
5M 40 31 18 6 4 4 
号数字は発育菌株数
aeruginosa AHH-23は 1.0r/ccで阻止される感
受性株で、あった(第 11表〉。
防腐剤に対する感受性分布
Furan derivatives: nitrofurazone CFuras-
kin)に対する感受性は 1万倍稀釈濃度で発育が阻
止されたものは 5株のみで他は抵抗牲を示した。他
の菌に比して抵抗性が強L、οZ-furanを用いても 5
万倍稀釈で AHH-40が阻止されたこと以外は抵抗
性を示した。 
Dehydroacetic acid: AHH-32を除いて 500
倍稀釈で発育した。 
50rbic acid: 1000倍稀e釈で 36株が阻止された
が 2000倍では全株発育した。
マウスに対する毒性 
48時間培養菌湿菌量にして 0.1mg，0.01 mgをマ
ウス腹腔内に接種して生死により病原性を判定し
た。 0.1mgで生存したもの 24株で過半数を占めた。 
2匹中 l匹が死亡したもの 11株あったがこの内に
は，事故死もありその病原性は疑問であった。 2匹
共舞死したもの 5株あったが 0.01mgの菌量では 1
例も舞死したものはな<，その病原性は弱し、ものと
判定された。この 5株は Ps.丑uorescensAHH-
31，Ps. pavonacea AHH-5，35，Ps. schuylki1・
liensis AHH-21，36で比較的特定の菌種に集って
いる様な傾向があった。
者 按
Pseudomonasの総ての菌種を蒐集することは極
めて困難のことである。食物の腐敗に関与する菌種
に限定したとしても矢張りその範囲は広くなって容
易に目的を達することは出来そうもなし、。 Pseudo-
monas局 148菌種の外に寅色の非水溶性色素産生 
Pseudomonasの15菌種はもとより， Xanthomo-
nasの様な植物病原菌属や Methanomonas属の 
中にも食物の腐敗に参加する菌株が含まれているか
も知れない。薯者の取扱った Pseudomonasはそ
の内 50iland fresh water formに属するごく
狭い範囲の菌種に限らざるを得なかった。 51菌種に
分類されている Bergey'smanualの記載を目標に
して分離につとめたが，目的を達した菌種は 14菌
種 40株にすぎなかった。 Ps. myxogenes， Ps. 
denitri古cans， Ps. putrifaciens等を分離するこ
とが出来なかった。併し Ps.aeruginosa，Ps. jae-
geri，Ps. ovalis，Ps. putida，Ps.自uorescens， 
Ps. schuylkil1iensis(1Q)等の名の知れた菌種はとれ
を分離することが出来た。分離材料を主として魚介 
類に求めたので、実際的には魚・介類の腐敗に関与する
菌種は，好塩性のものを除いては揃えることが出来
たと考えている。 
菌種の同定に当って，その記載が不充分の為に困 
難をする場合が少くなかった。特に水溶性の蛍光
色素を産生しない菌種群は屑の鑑別に於ても容易で
ないものがあった。極毛の鞭毛は染色標本によって
も判然としない場合が多く，電子顕微鏡像によって
判定した。運動性のなし、菌種は遂に発見出来なかっ
た。一般培養性状の外に合成培地に於ける発育のよ
いこと， 55寒天上によく発育する株が大部分であ
ること等は記載の少い所見である。特に 55寒天上
の発育は腸内細菌との区別の上で重要であると思
う。腐敗細菌としての activityを見る為にゼラチ
ン液化，カゼイシ水解，血清溶解p 尿素分解，硝酸
塩還元，インドーノL産生等を綜合的に検討したが蛋
白分解力は全般的には強いと云うことが出来るが， 
Bacillus等に比較すると弱し、もので、あった(11)(12)。
アミンの産生とアミンの分解はヒスチヂン， ヒスタ
ミン， トリメチルアミシ等について行ったが，これ
についての系統的の見解の発表は皆無であると思わ
れる。ヒスタミンの酸化を行う菌株の多いことは藤 
田(3)の実験でも示されている所である。 
単独移植による魚肉，牛肉，煉製品等に対する突
験腐敗の結果では菌株による差異が強く表現されて
いるが， NH3-Nの増加を調べて見ると，総て強力 
で特に弱L、作用を示した菌株は見当らなかった。多
くの株で 24時間で 30mg%に達しており， 48時間
では飛躍的に上昇する株と， 50~40mg% 辺りに止
る菌株群とがあった。 
Ps. jaegeri AHH-31，Ps.丑uorescensAHH-
31，Ps. desmolyticum AHH-12，Ps. schuylkil・ 
liensis AHH-19等が代表的の魚肉分解菌と云うこ
とが出来る。 Pseudomonasが輸血用保存血液を汚
染した場合，低温保存中に ACD添加血液中で増殖
して事故を起すことについては相磯(14)らによって
精細に検討されたが，著者の 40株で調べた結果多
くの株が増殖することがわかり汚染菌としての重要
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性が裏がきされた。 見ると 50%は 5 r/cc以下で阻止され， 75%は 10
生鮮魚肉の防腐に抗生物質の使用が実用化(15)さ r/cc以下で阻止されるが， 50 r以上の耐性株が3
れつ Lあるが，この際の腐敗細菌の主なるものであ 株認められた。併し一定時間防腐するにはこの程度
る本菌のオ{レオマイシンに対する感受性の分布を で充分であることが推定された。
総 括
主として魚介類から蛍光菌 40株を分離し，形態学的，生化学的性状を精査して菌種同定を行
い，関敗細菌としての活性を追求した結果，大むね次の如き成績が得られた。 
1. Bergey's manual (1948年)の記載に従って分離菌を分類した結果， 1株を除き 39株
を13菌種に分類し得た。菌株数の多い菌種は Ps.ovalisが 8株， Ps. jaegeriが 4株， Ps. 
putidaが5株， Ps. schuylkilliensisが4株等であり， Ps. aeruginosaは1株， Ps. fluo・ 
rescensは2株にすぎなかった。鐙光色素非産生株は 10株あり，非運動性株は見られなかっ 
T? 
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2. 発育温度は psychrophlicのものが大部分であり， 34株は 50Cでよく発育したo am司 
monium-glucose syntheticmediumで38株が良好に， 2株が弱く発育した。 SS-agarで 
29株が良好に， 7株が軽度に発育し 4株が発育しなかった。嫌気性培養では 6株が良好に， 5 
株が弱く発育した他は陰性であった。培地の pHが 4.8では発育する株はなく， 5.2では 34株
が， 5.8では全株が発育した。 
3. 食品の浸出液を添加した培地で告を光色素の産生を見ると，まぐろ，かつを等の魚肉浸出
液を加えた培地が最もよく色素の産生が見られ， proteose peptone培地と比較して遜色がな
かった。 
4. 蛋白質，其の他窒素化合物の分解作用を見るに，ゼラチン液化株 15株，カゼイン水解株
の強力のもの 2株，弱い陽性 21株，血清溶解全株に認められたが，ゼラチン液化株とカゼイン
水解株とは一致しないものが少くなかったO 尿素分解菌はなくインド{ルは僅に 1株に見られ
た。硝酸塩還元株は 15株に見出された。溶血反応陽性株は全く見られなかった。 
5. ヒスタミン産生株は皆無，ヒスタミン分解株は 27株に認められた。トリメチルアミン産
生株は見出されなかったO 
6. cellulose分解株はなく， hydrocarbon利用株は naphthalene5株， phenol 3株， 
cresol 3株に見られた。 
7. 生鯉肉に単独移植して閣敗させた場合，肉眼的に強い関敗を示した株は 15，中等度のも
の 10株，殆んど作用の見られなかったもの 4株があった。煮熟した鯖肉では強く作用するもの 
10，中等度のもの 22株で，全く作用しないものは見当らなかった。牛肉，かまぼこでは魚肉そ
のものに比して弱い分解力しか見られなかったO 
8. まぐろの煮熟したものに菌を移植して寓敗による NH3-Nの増量を測定して商敗力の強
さと菌株による差異を検討したが，全般的に強く 24時間後 30mgμ を超えるものが多く，低
いものでも 30mg線に近い値を示したo 48時間で急激に多量のアンモニプが産生される株も
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相当あったが， 50"，40mg %で止っている株も少くなかったO 
9. 3%食塩加ブイヨンでは全株良好に発育し，海水中でよく増殖したO 叉5% NaClでも
全株発育したが， 10μ 食塩では増殖が見られなかったO 
10. 抗生物質に対する感受性はオ{レオマイシンに対しては，半数が 5γ jcc以下で阻止さ
れ， 75%が 10γ jcc以下で阻止されたo50γ jcc以上の耐性株は 3株見られた。 Terramycm
に対してもほぼ同程度で、あった。ストレプトマイシンには 100γ jcc以上の耐性株が 4株に認
められた。 
11.マウスに対する毒性は， 5株が O.lmgの生菌の腹腔内注射で籍死し心血から該菌が多数
に証明されたO 他の株は 1mgの注射でも生存した。
本研究の一部は昭和 32年 7月白木衛生学会総会に於て発表した。
終りに終始御指導を賜り御校閲の労を戴L、た恩師相磯教授に深甚の謝意を表L，種々御指導を
戴し、た東京医科歯科大学柳沢文徳教授に感謝し併せて教室員各位の御援助に御礼を申上げます。
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